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                                    カンボジア水プロジェクト、3年ごしで完成！
　ひとりの寄付がカンボジアの農村にもたらした変化についてご紹介します。JELA は、カンボジアの連携組織である Life with 

Dignity（LWD）と共に、現地に水供給プロジェクトを立ち上げ取り組んで参りました。詳しい報告は、２頁以降をご覧ください。

【この号にはこんな記事が】

ひとりの寄付がカンボジアの農村にもたらした変化 --------２～３　　政治経済的視点を踏まえた難民保護　第三回　ドイツの実践か

ら（１）（有馬みき）--------４　　福島で屋内遊戯スペースを提供する団体の支援を開始／ブラジル子ども支援報告／熊本地震被災者

に対する支援について --------５～６　　世界の子ども支援チャリティコンサート2016 報告／ 2017 年インド・ワークキャンプのお知

らせ --------７　　新理事長あいさつ／第７回川柳ひろば入選句発表／支援者一覧ほか --------８　　　　　　　
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前列左端

　本紙第31号（2013年 8月発行）に、
水が自由に使えず困っているカンボジア
農村の記事を載せました。これをご覧に
なったＡさん（仮名）から「村に水を引く
のにいくらかかりますか」と問い合わせ
があり、費用をお知らせしたところ、全額
を寄付してくださいました。これまでに
JELA が個人からいただいた寄付として
は、類のない高額でした。
　この貴いご寄付に感謝し、カンボジア
の連携組織である Life with Dignity
（LWD）と共に、現地に水供給プロジェク
トを立ち上げました。以下は、完成までに
3 年を要したプロジェクトによって村にも
たらされた変化の概要です。
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　まずは JELA 関係者数名で対象となる
村を再訪し、水源・高度・資材などの確
認を行い、データを突き合わせた結果、
意味のあるプロジェクトが成り立つこと
がわかりました。
　安心もつかの間、ある日突然、この村
に武装州兵が現れ、村民を威嚇しはじめ
ました。水源となる山が二つの農村（一
つは JELA のプロジェクトを実施する村）
にまたがっていたのです。JELA のプロ
ジェクトは、別の村ですぐに話題になった
ようです。ところが、二つの村は仲が悪く、
両村民・州兵が衝突しかねない事態を
招いたのです。争いの裏には中国企業の
横やりもありました。彼らは同地でサトウ
キビなどを栽培し、その加工工場を作る
計画をしていました。それには水が必要
です。水源の存在を知って役人と接触し、
水源地を含む土地の借地契約を役所と
勝手に結んだというのです。
　これに追い打ちをかけたのが村民の
流出。170世帯（450人）が暮らしていま
したが、州兵の威嚇後は半数以下の 76
世帯（人数不明）になります。人口が減り、
土地争いも収まる気配がなく、プロジェク
トは暗礁に乗り上げました。
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　この地でのプロジェクトを断念する旨
をＡさんに伝えると、「アジアのこういっ
た地域では珍しくないことです」と理解を
示してくださいました。場所を変えて計画
の練り直しです。土地紛争のリスクのな
い農村を探してもらったところ、水問題を
抱えた二つの村からなる、貧困世帯数
266、人口1,181人（うち、子ども430人）
という地域が見つかりました。人口は前
の村のほぼ3倍です。
　ただし今度は、高所に給水塔を設置
し、両村にまたがる湖から水を汲み上げ
て貯め、そこから各家庭に水道を引くと

いう大がかりなものです。予算も増えまし
た。A さんの寄付金だけでは足りなくな
り、JELAの資金も加えて建設費を賄うこ
とにしました。土地紛争がないことの確
証を得るために、両村と、両村が属する
州から、「ここには土地紛争は存在しな
い」という公的文書を発行してもらいまし
た。
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　当初の予定では給水塔の高さは 6
メートルでしたが、現地専門家による計
算の結果、12メートル必要なことが判明
しました。そうなると、工事費も増加しま
す。それでも計画が遂行できたのは、村
民たちの努力の賜物でした。一人ひとり
が月収の半分にあたる費用を出しあい、
計画を支えることを了承してくれたので
す。加えて、電気設備などの費用を賄うた
め、追加分担にも同意してくれました。支
援を受けるだけでなく、自らも負担して給
水システムを完成し維持していきたいと
いう熱意を感じさせる出来事でした。
　工事の最終段階で JELA は再度現地
に赴き、給水塔の建築監査・維持管理
について助言しました。この時に村民か
らは、「（ひとりでたくさんの寄付をしてく
れた）Aさん、JELA、LWDの皆さんありが
とう！」と感謝の声があがったそうです。
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　給水システムは 2016 年 3月に完成。
それまで地域の人々にとって、生活や家
畜・農業用の、安くて十分な量の水を確
保することは大変なことでした。水を得る

ために多くの時間を費やさざるをえない
ため、収入を得る労働の機会を奪われて
きたのです。プロジェクトの完成によっ
て、大人は水を得るための労働から解放
されました。子どもたちも水汲みの仕事
から解放され、定期的に学校に通えるよ
うになりました。
　以前は 50 リットルの水を得るのにも
1米ドル必要だった（そして、あまり多く
の水が手に入らなかった）のに、今は、千
リットルの水をわずか 0．5 米ドルで得ら
れるようになった（お金さえ出せば、この
何倍もの水が得られる）のですから、大き
な変化です。
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　村民の家にトイレは以前からありまし
たが、水不足のため常用できず、屋外で
の排泄を余儀なくされてきました。しかし
今は、家の中でトイレが利用できます。入
浴の回数も増えました。さらに、十分な水
量のおかげで乾季にも野菜を栽培でき
るようになりました。これが健康的な食生
活に結びつき、野菜の販売で収入も増え
るなど、人々の生活が大幅に改善されま
した。

　日々の生活に追われていた村民です
が、水プロジェクトの説明会を通じ、森林
と水と人間の関係がわかるようになりま
した。そして、水を守るための森林保護に
多くの人が関わるようになりました。それ
が水資源維持に役立つことを理解した
からです。自然のサイクルを知り、自然を
守る活動を実践することは、途上国では
稀なことでしょう。
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　これらの事実を A さんにお伝えしたとこ

ろ、次のようなお返事をいただきました。
　「266世帯（おそらく千人以上）の人た
ちがきれいな水を飲めるようになったと
のこと、ご報告を感謝して読ませていた
だきました。また予想していなかったこと
ですが、この設備ができたゆえに、子ども
たちは定期的に学校に通えるようになっ
たとのこと。思いがけないことでした。衛
生状態の改善しか考えておりませんでし
たが、教育を受ける機会が増えれば、人
生の可能性や生活の質が変わるでしょう
し、無用な争いも減ることでしょう。水だ
けで未来が変わるのですね。このような
プロジェクトに関わらせていただけたこ
とを、心から神様に、そして実際に働かれ
た皆様に感謝します。このご報告だけで、
私は涙が出るほど喜んでおります。天に
て主にお会いしたとき、きっと『私が渇い
たときに、お前は水を飲ませてくれた』
（注）と言ってくださることでしょう」。

（注）イエス・キリストの言葉。「お前たち
は、わたしが飢えていたときに食べさせ、
のどが渇いていたときに飲ませ、旅をし

ていたときに宿を貸し、裸のときに着せ、
病気のときに見舞い、牢にいたときに訪
ねてくれたからだ。」（マタイによる福音
書25章 35～ 36節。新共同訳聖書）
　　　　
　　　 ***********************
　水プロジェクトがカンボジアの農村に
もたらした大きな変化は、Aさんの寄付
が発端でした。カンボジアには、水が十
分に使えない貧しい農村が他にもたく
さんあります。JELA は現地の団体と協
力して、このような形で皆様の寄付金が
有意義に、そして有効に用いられるよう
にいたします。
　記事をお読みになってご興味をお持
ちになった方、ご支援をご検討いただ
けます方は、JELA（カンボジア支援担
当）まで、お気軽にお問い合わせくださ
い。どうぞよろしくお願いいたします。
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������  政治経済的視点を踏まえた難民保護
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東京大学大学院総合文化研究科特任研究員
神奈川大学法学研究所　客員研究員　　
　　　　　　　　　　　      有馬みき

　これまでの本連載では、人々が法を
守るための工夫の必要性が論じられて
きました。難民保護についても、単なる
理想論を掲げるだけではなく、人々の利
害や損得勘定を踏まえた上での議論が
必要だということです。今回と次回は、そ
のような視点からドイツの具体例をご
紹介します。

■大量の難民受け入れ
　ドイツでは、2015 年の一年間だけで
47 万 6649 人が難民申請を行い、難
民としての保護を求めました。このよう
な申請があると、担当機関での聞き取り
調査等を通して申請者が難民であるか
どうかを確認する作業が行われるのが
通常で、これが難民認定手続と呼ばれ
るものです。2015 年のドイツでは、この
手続を終えた人の 48.5% にあたる約
13 万 7000 人が難民の地位を付与さ
れました。これに対し、同じ一年間に日
本で行われた難民申請は 7586 人、難
民として認められたのは審査を終えた
人の 0.55% にあたる 19 人でした（日
独とも一次審査の統計。取り下げは除
く）。日本国内だけでみると申請数は前
年比約 50% の増加であり急増を危惧
する声もありますが、ドイツと比べると、
いかに日本では難民申請も難民認定も
少ないかが際立ちます。
　しかし、日本で難民支援に少しでも関
わってみると、申請中の人を含め、難民

のニーズに対してなかなかケアが行き
届かない厳しい現実を目の当たりにす
るのもまた事実です。世界第三の経済大
国である日本であっても比較的少数の
難民のケアに四苦八苦しているのに、ド
イツはいったいどうやって年間 50 万人
近くの難民申請者に対応しているので
しょうか。町は保護を求める人々で溢れ
かえり、さぞ混乱しているに違いない、そ
んな風に思っていました。
　ところが 2016 年２月末にドイツに調
査に行ってみると、意外なことに、駅や道
端で寝泊まりしたり、たむろしたりしてい
るような難民はどこにも見当たりません
でした。既にさまざまな受け入れ施設が
できており、衣食住や教育が提供されて
いたのです。ちなみにここでいう「受け入
れ」は広い意味で使われており、難民で
あることが確認された人、すなわち難民
認定された人の定住を認めて保護する
ことにとどまりません。まだ難民かどうか
はっきり分からない申請中の人や、さら
には申請前の人まで含めて、最低限の生
活が保障されるよう、受け入れ施設が各
地に整備されていたのです。ドイツは効
率性が有名ですが、昨夏の移民難民の
大量流入からわずか半年あまりでここま
で実現してしまうとは、「さすがドイツ」と
感心せざるを得ませんでした。
　もちろん、すべてが完璧なわけではあ
りません。ミュンヘンで訪れた施設では、
家族は個室に滞在する一方で、単身の
男性たちは、工場の一部に仕切りもなく
ずらりと並べられた簡易二段ベッドで寝
泊まりしていました。また、今回の調査訪
問時に情勢が比較的落ち着いていた大
きな理由には、ドイツに至るまでに難民
が通過しなければならない国々が国境
管理を厳しくしたために、難民の流入が

大幅にペースダウンしたということがあ
ります。ドイツでも右派勢力が台頭し、
国民は二極化していると言われていま
す。このように問題点は多々あるとして
も、実際のところ何がこれほどまでの受
け入れを可能にしているのでしょうか。
　
■受け入れに積極的な政策
　ドイツでこれだけの規模の難民保護
が実現されたのにはさまざまな理由が
あります。まずは政治的・歴史的な背景
です。ナチス時代の経験を教訓として、
戦争や迫害に苦しむ市民に手を差し伸
べるということがドイツの「理念」の一つ
となっているのです。メルケル首相は難
民受け入れを「人道的責任」と位置付け
ました。これはドイツ最大の宗教であるキ
リスト教の教えにもかなうものでしょう。
　しかし政治の世界は理念だけで動く
ものではありません。ドイツのある議会
スタッフは、メルケル氏は以前から難民
に寛容な政策をとっていたわけではな
く、世論の流れをつかむのに長けてい
るだけだと評しました。たしかに昨年夏
にドイツがシリア難民を受け入れる方
針を発表したときには各地で驚きと賞
賛の渦が巻き起こり、メルケル氏は米誌
タイムと英紙フィナンシャル・タイムズ
の「今年の人」にも選ばれました。その
後、世論の評価が分かれ政治的立場が
厳しくなるにつれ、メルケル氏の姿勢は
より慎重になってきています。
　こうしてみると、歴史観や宗教観に裏
打ちされた明確な理念、強力なリーダー
シップ、それを後押しする世論の高まり
などが、ドイツが当初難民の受け入れ
に積極的な姿勢をとるのを可能にした
といえそうです。そしてドイツ経済が好
調であることも重要な要素です。

■財政的な裏付けと手続の合理化
　政策を実現するためには予算の裏付
けが必要です。ドイツの場合、2015 年
の財政収支は121 億ユーロ（約 1.5 兆
円）の黒字でした。財務大臣は、余裕資
金を移民難民の受け入れに活用すると
の考えを表明しています。実際、難民受
け入れにかかる経費については、受け
入れ数に応じて中央政府から州政府に
予算が配分され、州政府が民間福祉団
体に委託してシェルターの運営などを

行っています。さらに、EU全体の予算の
中にも、庇護・移民・統合のための基
金 (Asylum, Migration and Integra-
tion Fund) があり、2014 年から2020
年までの 7 年間で総額約 31 億ユーロ
（約 3,800 億円）が用意されています。
ドイツの福祉団体において保護の最前
線で働く人々は、ボランティアや寄付を
最大限活用しつつも、あくまでも行政か
ら委託を受けたプロフェッショナルとし
て受け入れに携わっているのです。
　難民受け入れにかかる費用を抑える
ために、申請処理も合理化されていま
す。難民認定される見込みが高い人た
ちと、逆に見込みの低い人たちについ
て、それぞれ迅速に申請を処理できるよ
う、申請者は出身国によってグループ分
けされています。そして難民認定される
見込みが高いとされるグループの人
（具体的には、シリア、イラク、南スーダ
ン、およびエリトリア出身者）は、申請中
からドイツ社会への統合を円滑化する
ための研修プログラムを受けることが
できるようになっているのです。出身国
によっては認定にいたる前から定住を
みすえた対策がなされている点は、日
本と大きく異なるところです。このような
ドイツの方針には公正の観点から批判
もありますが、大量の難民申請を効率的
に処理し財政コストや社会的コストを
抑えるための極めて合理的な策といえ
ます。
　日本でも難民申請数の急増を受けて
「案件処理体制の強化」が図られていると
ころであり、今後の動きが注目されていま
す。
　ここまでは政治経済の話が中心でした
が、実際に難民を受け入れるのは地域社
会です。次回は、難民がドイツ社会に馴染
みやすくするためにどのような支援が行
われているのかについて、社会的背景とと
もにご紹介していきたいと思います。

　JELAは2016年度より、福島市の団体
「キッズケアパークふくしま」を支援してい
ます。市内のルーテル教会などを中心に発
足した組織で、原発事故による放射線被
害のため屋外で遊ぶことを控えている子
どもたちやその保護者のために、屋内で安
心して遊べるスペースを提供しています。
現在は月に一回、市内の大きなホールを
借りて遊具を搬入し、そこを子どもたちや
保護者に無償で開放する「こどもあそび
ば」を活動の軸としており、JELAは4月よ
り、この施設使用料を支援しています。
　初めてJELAの支援対象となった、4月
23日の「第19回こどもあそびば」を、下川
正人職員が挨拶と視察を兼ねて訪れまし
た。以下はそのレポートです。
　　　　　　      ＊＊＊
　「こどもあそびば」の実施時間は、毎回
10時から14時30分までです。私が到着
したのは10時半頃でしたが、すでに大勢
の子どもたちで賑わっていました。
　会場となった福島県文化センターの展
示室は、子どもが走り回るのに十分なス
ペースがあり、参加者は、日本の玩具会
社、ボーネルンド社製※の大型遊具等を
使ってのびのびと遊んでいました。
　ボランティア人員が充実していることが
「こどもあそびば」の重要な特徴で、地元の
高校生・大学生ら数十人が、会場の準備
をしたり、子どもの安全を確認しながら一
緒に遊んだりと、イベントの円滑な運営を
手伝っていました。
　私も少しだけ子どもたちと遊ばせてもら
いました。目いっぱい体を動かしてはしゃ
ぐ子どもの姿を見ながら、「自分が幼い子
どもだったら、このように遊べるスペースが

あることはとても嬉しいことだったろう」と
実感し、「キッズケアパークふくしま」は本
当に意義のある取り組みだと思いました。
　午後は少し利用者の数が少なくなって
きたので、ボランティアの方々にも話を伺
うことができました。何度も参加している方
も多いとのことで、それだけやりがいを感
じていらっしゃるのだと思います。また初め
てのボランティアに加わった方も、大変充
実した時を過ごしたようでした。
　ボランティアの皆さんが子どもの相手を
してくれるので、同伴された保護者の方々
も自分の子どもに付きっきりでいる必要が
なく、ほっと一息つくことができます。これ
も「こどもあそびば」の大きなメリットです。
　当日は 120 人の参加があったとのこと
で、現地の需要も大きい、大切な事業だと
いうことを再認識しました。
　　　　　　　　　　　　  （下川正人）

※ボーネルンド社は、子どもの健全な成長
に「あそび」がとても大切だとの考えから、
あそびの道具と環境を提供することを通
して、子どもの成長に寄与することを目的
としている。1981年（昭和56年）7月7
日に設立。「ボーネルンド」の名称は、デン
マーク語の「børne（子ども）」と「lund（森）」
から付けられている。（出典「Wkipedia」よ
り）
　　　　　　　＊＊＊
　今後は財的なサポートにとどまらず、子
どもを見守りつつ一緒に遊ぶ青年ボラン
ティアを首都圏から派遣するなど、人的支
援も検討しています。「キッズケアパークふ
くしま」と、それを支援するJELAの働きの
ためにお祈りください。
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東北被災者支援
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自宅でルーテル学院大学の学生を指導するキャロルさん右端が今村さん

　JELA は、リオデジャネイロにある
保 育 所「Centro Social Creche Bom 
Samaritano（＝よきサマリア人ソーシャ
ル・センター。以下「Centro」）を 2006
年から支援しています。 Centro は、ブラ
ジル福音ルーテル教会の社会福祉活動
の一環として1979 年に設立され、カン
タガーロ、パヴァンそしてパヴァンジー
ニョという地域のファヴェーラ（貧困地
域）の子どもたちと家族を支えてきまし
た。
　これまで JELAは、Centro の子どもた
ちのために制服の寄贈、食費の一部負
担、遊具の提供やエアコンの寄贈など
の支援を行ってきました。今年は、
Centro の施設修繕プロジェクトを支援
しました。
　Centro のディレクターを務めるビル
マ・ペッシ氏から感謝の報告が届きま
したので、以下にご紹介いたします。
　　　　　　　　***
　Centro には、現在 100 人の幼児が
おり、その子たちの教育・栄養補給・
健康の支援と、社会復帰を目指す家族
や保護者の支援を行っています。
Centro が存在する地域の公立デイケア
センターや幼児施設は利用者が定員
オーバーのため、Centro の需要が高
まっています。
　Centro には 2～ 6 歳児が常に 100
人前後通っています。これまでの活動に
加え最近は、先生と児童のための音楽
教室を設けています。また、子どもたちと
その家族のメンバーとに直接関わりを

持ち、正しい食生活を促進する栄養教
育活動も拡大してきました。栄養教育
は、Centro の現地協力団体から派遣さ
れるボランティア栄養士が行っていま
す。
　施設の修繕・改修工事は、2015 年
末から 2016 年初頭にかけて行われま
した。この工事が可能となったのは、日
本福音ルーテル社団（JELA）が約
15,000レアル（約 450,000 円）の支援
金を送ってくださったからです。修繕プ
ロジェクトの主な内容は、食堂の扉の取
り替え、教室の天井・壁の修繕と塗装
です。
　これらの修繕が実現したことに対して
職員からは次のような感謝の声が寄せ
られました。保育士5年目のラファエラ・
ゴメス・ダ・シルヴァさんは教室につ
いて、「清潔で明るい環境で働けるのが
とても嬉しいです。設備もきれいになり、
子どもたちも喜んでいます」と言ってい
ます。Centro で 30 年間保育士を勤め
ているイダールシレマ・ドス・サントス・
モレイラさんは、新しい食堂の引き扉な
どについて、「長年あけにくくて本当に
困っていましたが、今は楽に開け閉めが
できて嬉しいです。教室も天井や壁の色
が明るくきれいになり、子どもたちに元
気を与え、私も働く意欲がわきます」と
述べています。
　施設を修繕したことにより、より安全
で明るい環境が子どもたちに提供でき
るようになりました。JELA の皆さまのご
協力とご支援に感謝いたします。
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　2016 年 4 月中旬に発生した熊本地
震の被災者の皆様にお見舞い申し上げ
ます。
　JELA は日本福音ルーテル教会が同
地震の被災者を支援するための募金に
100 万円を寄付いたしましたが、それと
は別に、JELA 独自の支援として、関わり
の深い九州学院と九州ルーテル学院の
学生さんたちを支援することにしました。
今回の地震のためにご家庭が経済的困
難を強いられ、学業継続が難しくなって
いる方たちに学費の支援をするというも
のです。

　支援金は、今年度の世界の子ども支援
チャリティコンサートの席上献金、米国
のエキュメニカルな NGO「Lutheran 
Partners in Global Ministry（LPGM ）」
に依頼して行った募金、JELA の国際青
年交流奨学金の今年度未使用分、そし
て熊本地震被災者支援金として皆様か
ら頂戴したご寄付などを原資とし、総額
300 万円になりました。

　各学校には支援が必要な生徒を選出
していただき、6月 20 日と7 月 8日に
森川博己事務局長が現地を訪問して対
象学生と保護者に面談（写真下）し、お見
舞いを述べるとともに、支援内容を説明
いたしました。生徒たちの被災状況は、
自宅の全壊・半壊にととまらず、地震の
影響で両親が職を失った方、重い病気に
なられた方、中には母親を亡くされた方
もいらっしゃいましたが、JELA からの学
費支援に感謝してくださいましたので、こ
こに謹んでご報告申し上げます。
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　5月7日から6月12日にかけて、真
野謡子さん（ヴァイオリン）と前田勝則さ
ん（ピアノ）による「第 13回世界の子ど
も支援チャリティコンサート」を全国七
つの日本福音ルーテル教会（松本、大
森、岡崎、沼津、熊本、宇部、保谷）で実施
しました。

　真野さんと前田さんはこのチャリティ
コンサートに初出演でした。そもそも、公
共のコンサートでの共演も初めてだった
のですが、お二人とも山口出身というこ
ともあり、息の合った演奏と楽しいトーク
で会場を盛り上げてくださいました。真
野さんの地元・宇部でのコンサートは、
近くに住む親族はもちろんのこと、ローカ
ルメディアからも注目を浴びました。
　このコンサートは毎年、JELA が行っ
ている世界の子ども支援プロジェクトの
ために開催していますが、4月に発生し
た熊本地震を受け、今年はコンサートで
頂く席上献金すべてを、被災された青少
年とご家族のために捧げることになりま
した。

　余震が続いていることから熊本教会
でのコンサートは開催が危ぶまれました
が、地域の方々の強い要望で実施するこ
ととなり、5 月 21 日のコンサート日は
100 人以上の方々が会場に押し寄せま
した。実は、演奏の途中で震度 3弱の余
震が数秒発生し、観客席からどよめきが
聞こえ不安の顔も見られましたが、お二
人は演奏に集中していたため、気が付き
ませんでした。演奏が終了し、次は地元
の方たちのために民謡「おてもやん」を
特別に演奏すると発表すると、観客から
拍手が起き、笑顔も戻りました。

　今回のツアーの来場者総数は約 700
名、席上献金総額は 66 万円でした。皆
さまのご協力とお祈りに感謝いたしま
す。
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期間：2017 年 2月9日 ( 木 ) ～
　　　19日 (日 )　11日間　
※都合により、予定変更の可能性がありえます。

対象：18歳以上の健康な方
　　　（高校生不可）
定員：10名
　　　　※人数調整のため選考があります。

参加費：18万円

ブラジル子ども支援

天井の雨漏り

熊本地震被災者支援 世界の子ども支援
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